
や
み

鎌
倉
室
町
時
代
を
中
心
と
し
て
三
日
病
と
い
う
流
行
病
が
種
左
の
記
録
類
に
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
伝
染
病
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
現
代
の
何
と
い
う
疾
病
に
相
当
す
る
の
か
検
討
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
簡
単
に
考
え
れ
ば
江
戸
時
代
以
来
現
代

（
一
）

ま
で
残
っ
て
い
る
三
日
は
し
か
と
い
う
名
称
、
即
ち
風
疹
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
思
い
つ
く
。
富
士
川
の
『
日
本
疾
病
史
』
で
も

風
疹
の
項
で
三
日
病
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
筆
者
も
第
八
五
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
「
『
多
聞
院
日
記
』
に
現
わ
れ
る
伝
染
性
疾
患
の
検
討
」

と
い
う
発
表
を
行
な
っ
た
際
に
は
、
こ
の
日
記
に
現
わ
れ
る
三
日
ヤ
ミ
を
一
応
風
疹
と
考
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
他
の
資
料
も
読
み
『
多
聞

（
一
一
）

院
日
記
』
も
よ
く
読
朶
直
し
て
見
る
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
結
論
か
ら
述
べ
て
し
ま
え
ば
、
三
日
病
は
流

行
性
感
冒
と
考
え
る
方
が
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
そ
の
検
討
結
果
で
あ
る
。

（
三
一
）

鎌
倉
幕
府
の
公
式
記
録
で
あ
る
『
吾
妻
鏡
』
の
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
四
月
二
十
六
日
に
次
の
様
な
記
事
が
あ
る
。

は
じ
め
に

一
諸
記
録
に
現
わ
れ
る
三
日
病
の
検
討

や
承

中
世
の
流
行
病
「
三
日
病
」
に
つ
い
て
の
検
討

蹄
稗
纒
纒
諄
錐
錠
鐸
鮨
一
三
一
程
舞
嗜
塞
碍
昭
和
六
十
二
年
二
月
十
二
日
受
付

中
村
昭
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多
々
云
々
。
之
に
よ
り
改
元
さ
る
・
」

正
和
五
年
の
そ
れ
は
『
鎌
倉
年
代

更
に
五
月
十
八
日
に
は
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
前
大
納
言
家
並
び
に
新
将
軍
御
不
例
。
御
心
神
殊
に
違
乱
云
々
。
此
の
外
、
二
位
殿
、
三
位
殿
、
同
じ
く
煩
わ
せ
給
う
。
凡
そ
近
日
人
毎
に

や
み
な
づ

此
の
病
の
事
有
り
。
俗
に
三
日
病
と
号
く
。
」

こ
の
両
日
の
記
事
は
同
じ
疾
患
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
咳
病
温
気
が
貴
賎
を
問
わ
ず
流
行
し
、
世
間
で
は
こ
れ
を
三
日
病
と

（
四
）

呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
『
武
家
年
代
記
』
で
は
こ
の
時
期
四
月
か
ら
六
月
ま
で
疫
病
が
あ
っ
た
こ
と
を
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

な
づ

「
四
月
よ
り
六
月
に
至
り
大
い
に
疫
す
。
鯵
陀
鬼
と
号
く
。
十
歳
以
上
の
者
此
の
病
を
受
け
ざ
る
無
し
・
」

（
五
）

鯵
陀
鬼
と
い
う
の
は
こ
の
疫
病
に
つ
け
ら
れ
た
緯
名
で
あ
る
。
同
じ
時
期
の
流
行
で
『
百
錬
抄
』
は
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

な
づ

「
五
月
六
日
、
主
上
御
不
予
、
近
日
天
下
貴
賎
、
両
三
日
病
悩
す
。
一
人
も
之
に
漏
れ
ず
。
世
以
て
内
竹
房
と
号
く
・
」

内
竹
房
と
は
意
味
不
明
だ
が
、
や
は
り
同
じ
流
行
病
に
つ
け
ら
れ
た
緯
名
で
あ
ろ
う
。
こ
の
流
行
の
状
況
、
咳
病
と
言
っ
て
い
る
こ
と
、
発

疹
の
記
述
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
風
疹
よ
り
も
流
行
性
感
冒
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

更
に
鎌
倉
時
代
末
の
延
慶
四
年
（
一
三
二
）
、
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
、
室
町
時
代
の
天
授
四
年
（
一
三
七
八
）
、
応
永
三
十
五
年
（
一

（
一
）

四
二
八
）
、
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
等
に
も
三
日
病
流
行
の
記
録
が
あ
る
。

（
四
）

延
慶
四
年
の
流
行
は
『
武
家
年
代
記
』
に
よ
る
と
、
西
日
本
か
ら
東
日
本
へ
蔓
延
し
て
行
き
、
こ
の
病
気
の
あ
ま
り
の
猛
威
の
為
に
改
元
さ

れ
て
応
長
元
年
に
変
っ
た
と
い
う
こ
と
を
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

ま
い
か

「
三
月
中
旬
以
後
五
月
中
に
至
り
三
日
病
平
均
也
。
鎮
西
よ
り
京
都
に
至
り
、
関
東
よ
り
奥
州
に
至
る
。
都
鄙
甲
乙
人
脱
る
る
人
少
な
し
。
病

御
平
減
無
し
・
」

「
是
の
近
日
咳
病
温
気
流
布
し
、
貴
賤
上
下
之
を
免
る
る
無
き
間
、
将
軍
並
び
に
公
達
以
下
御
祈
祷
也
。
両
若
君
此
の
御
患
有
り
、
若
君
今
に

（
一
ハ
）

『
鎌
倉
年
代
記
』
に
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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こ
ろ

「
五
月
よ
り
九
月
の
比
迄
、
三
日
病
流
布
す
。
」

（
七
）

応
永
三
十
五
年
の
そ
れ
は
『
薩
戒
記
』
に
次
の
様
に
書
か
れ
て
い
る
。

や

「
四
月
十
八
日
、
頃
日
天
下
疫
を
疾
永
、
世
俗
三
日
病
と
称
す
。
凡
そ
遺
漏
無
し
。
古
来
未
曽
有
と
云
う
。
」

遺
漏
な
し
と
い
う
の
は
罹
患
し
な
い
人
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
恩
目
印
目
ｏ
で
あ
る
。
古
来
未
曽
有
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
数
十

年
間
隔
で
大
流
行
す
る
の
で
前
回
の
記
憶
が
薄
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
三
十
五
年
続
い
た
応
永
の
年
号
も
こ
の
年
に
改
元
さ
れ
て
正
長
元
年

と
な
っ
た
。

『
多
聞
院
日
記
』
は
室
町
時
代
末
期
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
奈
良
興
福
寺
の
子
院
の
多
聞
院
で
記
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
世
相
等

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
日
記
を
書
い
て
い
る
僧
は
医
薬
に
も
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、
寺
院
内
外
の
疾
病
に
つ
い

て
も
記
述
す
る
所
が
多
い
。
三
日
病
に
関
し
て
も
何
カ
所
か
具
体
的
な
記
述
が
あ
る
の
で
、
摘
出
し
て
検
討
を
加
え
る
。

先
ず
永
禄
九
年
（
一
五
六
三
）
三
月
二
十
三
日
の
記
事
。

こ
の
ご
ろ

》
」
』
」
，
悪
Ｄ
０
〆
一

「
此
比
国
中
一
円
髪
元
悉
く
三
日
病
風
気
は
や
り
漏
る
る
人
無
し
・
」

こ
の
文
章
を
見
て
も
三
日
病
と
い
う
の
は
風
に
類
す
る
病
気
で
大
流
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
四
月
二
十
八
日
。

こ
の
ご
ろ

こ
こ
も
と

「
此
比
京
・
大
坂
以
て
の
外
風
気
増
倍
し
、
髪
元
も
三
日
ヤ
ミ
少
々
之
在
り
。
」

こ
れ
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
こ
の
日
記
の
筆
者
に
続
い
て
寺
の
関
係
者
も
次
灸
と
風
症
状
を
起
し
て
来
る
。

「
五
月
三
日
、
弥
三
俄
に
今
朝
よ
り
咳
気
煩
う
。
」

（
一
一
）

二
『
多
聞
院
日
記
』
に
現
わ
れ
る
三
日
病
の
検
討
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あ
る
。

立
た
な
く
な
る
様
な
こ
と
は
な
い
。

次
に
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に

「
五
月
八
日
、
藤
松
・
春
松
風
気
煩
う
。
弥
三
今
に
験
無
し
。
有
梅
の
薬
申
し
出
る
。
」

験
無
し
と
は
病
状
が
改
善
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
有
梅
軒
と
い
う
開
業
医
に
薬
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

「
五
月
九
日
、
長
善
房
煩
う
。
薬
有
梅
よ
り
取
る
。
」

こ
の
有
梅
軒
に
は
次
の
様
に
二
ヶ
月
後
に
薬
代
と
し
て
味
噌
を
送
っ
て
い
る
。

「
七
月
八
日
、
長
善
房
・
弥
三
、
三
日
ヤ
ミ
薬
代
に
ミ
ソ
一
桶
有
梅
へ
遣
わ
せ
り
。
」

こ
れ
ら
の
記
録
を
見
て
も
、
咳
気
、
風
気
と
い
っ
た
感
冒
の
症
状
を
三
日
ヤ
ミ
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
同
じ
流
行
期
の
五
月
二
十
日
に
は
次
の
様
な
挿
話
も
記
さ
れ
て
い
る
。

ろ
畠
ノ

こ
の
ご
ろ

「
番
匠
の
一
箙
助
二
郎
八
十
余
か
、
以
て
の
外
老
屈
腰
立
た
ず
、
既
に
此
比
煩
い
、
今
明
の
間
一
礪
俄
に
辞
退
、
平
二
郎
へ
渡
し
了
ん
ぬ
。

則
ち
一
聰
祝
儀
沙
汰
を
成
せ
し
処
、
助
二
郎
煩
は
此
頃
は
や
る
三
日
ヤ
ミ
に
て
減
の
間
、
又
一
礪
の
事
何
か
と
申
す
こ
と
在
る
と
錐
も
、
既

に
旧
記
以
下
箱
を
渡
し
、
惣
へ
祝
儀
仕
る
上
は
返
す
べ
か
ら
ざ
る
定
め
也
と
。
抑
宿
縁
の
有
無
悲
喜
相
伴
う
事
な
り
。
」

つ
ま
り
、
宮
大
工
の
棟
梁
が
老
屈
の
為
に
腰
が
立
た
な
く
な
っ
た
と
思
っ
て
、
そ
の
地
位
を
譲
っ
て
し
ま
っ
た
処
、
流
行
の
三
日
ヤ
ミ
が
原

因
だ
っ
た
の
で
す
ぐ
に
回
復
し
て
し
ま
い
、
も
う
一
度
復
帰
し
た
い
と
言
っ
た
が
駄
目
だ
っ
た
と
い
う
悲
喜
劇
を
記
し
た
卜
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
見
て
も
言
う
所
の
三
日
ヤ
ミ
は
風
疹
で
は
な
く
流
行
性
感
冒
と
思
わ
れ
る
。
風
疹
は
若
年
者
に
多
く
し
か
も
全
身
症
状
は
軽
く
、
通
常
腰
が

次
に
文
禄
二
年

る
者
が
多
か
っ
た
。

「
十
二
月
二
十
三
日
、
石
風
呂
申
し
付
く
。
世
上
三
日
ヤ
ミ
は
や
り
入
り
手
少
な
し
。
天
下
一
同
と
云
う
。
不
思
議
の
事
な
り
。
」

石
風
呂
と
い
う
の
は
蒸
し
風
呂
で
あ
る
。
蒸
し
風
呂
を
立
て
た
が
三
日
ヤ
ミ
に
罹
っ
て
い
る
人
が
多
く
て
入
り
手
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で

十
二
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
の
三
日
ヤ
ミ
の
大
流
行
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
時
は
高
齢
者
で
死
亡
す
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北
法
印
と
い
う
の
は
医
師
で
あ
り
、
金
勝
院
に
往
診
を
し
た
の
で
あ
る
。
病
状
軽
減
し
た
が
食
欲
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

．
月
十
六
日
、
北
法
印
御
尋
ね
に
て
金
勝
院
豚
少
し
甘
し
。
食
事
も
少
し
づ
つ
之
在
り
云
々
。
珍
重
々
を
。
」

と
い
う
こ
と
で
金
勝
院
は
快
方
に
向
か
っ
た
。

「
一
月
十
七
日
、
備
前
衆
相
待
つ
所
上
ら
ず
、
は
や
る
咳
気
煩
う
か
、
不
審
々
々
・
」

ま
だ
咳
気
を
煩
っ
て
い
る
人
も
い
る
が
、
こ
の
辺
で
こ
の
時
の
三
日
ヤ
ミ
風
気
の
大
流
行
は
終
煽
に
向
か
っ
た
様
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時

期
に
高
齢
者
の
死
亡
が
多
か
っ
た
こ
と
を
、
伝
聞
な
ど
を
交
え
て
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

．
月
十
八
日
、
京
に
は
東
福
寺
竜
吟
・
九
條
禅
閤
様
八
十
七
歳
・
道
三
名
医
九
十
三
と
や
ら
ん
、
以
上
死
去
、
木
津
甚
兵
衛
父
新
二
郎
大
夫

八
十
八
歳
正
月
六
日
死
。
年
寄
衆
悉
く
以
て
死
す
。
」

（
八
）

曲
直
瀬
道
三
の
死
去
の
月
日
を
こ
こ
で
は
記
し
て
い
な
い
が
、
他
の
記
録
に
よ
れ
ば
こ
の
年
の
一
月
四
日
に
死
亡
し
て
い
る
。
た
だ
し
年
齢

の
九
十
三
と
い
う
の
は
間
違
い
で
、
正
し
く
は
道
三
は
八
十
八
歳
で
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
後
で
医
師
の
北
法
印
か
ら
聞
い
て
訂
正
し
て
い

を
起
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
一
月
十
一
日
、
金
藤

せ
、
尤
も
珍
重
為
々
・
」

「
十
二
月
二
十
五
日
、
南
井
坊
煩
い
以
て
の
外
大
事
、
必
死
た
る
べ
き
由
、
今
朝
法
印
御
出
で
語
ら
る
。
沈
思
を
々
。
三
日
ヤ
ミ
天
下
一
同
に

は
や
る
と
云
々
・
坊
中
悉
く
や
み
了
ん
ぬ
。
」

ま
さ
に
冨
且
の
目
。
で
あ
る
。
中
に
は
重
症
化
し
、
死
亡
す
る
者
も
あ
っ
た
。

「
十
二
月
二
十
七
日
、
金
勝
院
も
煩
う
。
三
日
の
重
き
も
の
也
。
南
井
坊
少
し
甘
し
、
大
事
を
食
・
」

「
十
二
月
二
十
九
日
、
南
井
坊
英
印
権
大
僧
都
入
滅
、
七
十
五
歳
。
」

年
が
改
ま
り
文
禄
三
年
と
な
り
、
金
勝
院
の
煩
は
続
い
て
い
る
。
南
井
坊
も
金
勝
院
も
お
そ
ら
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
肺
炎
等
の
併
発
症

金
勝
院
へ
北
法
印
見
廻
ら
れ
し
処
、
莫
大
に
減
な
り
。
一
向
不
食
、
此
の
義
ま
で
な
り
。
薬
加
味
し
て
遣
わ
す
べ
き
由
仰
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「
三
日
病
と
名
づ
け
ら
れ
た
る
も
の
は
果
し
て
何
の
病
な
り
し
か
。
そ
の
大
流
行
的
な
る
よ
り
推
せ
ば
或
は
流
行
性
感
冒
を
含
象
し
か
。
或
は

は
し
か

後
の
代
に
三
日
麻
疹
（
す
な
わ
ち
風
疹
）
と
い
う
も
の
と
同
一
の
症
な
り
し
か
。
」

（
一
一
）

服
部
敏
良
氏
は
『
室
町
安
土
桃
山
時
代
医
学
史
の
研
究
』
に
お
い
て
、
こ
の
時
代
の
日
記
記
録
の
類
を
検
討
し
た
結
果
、
三
日
病
は
風
疹
で

は
な
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
も
こ
れ
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
服
部
氏
は
最
近
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
史
小

（
一
一
一
）

百
科
、
医
学
』
で
は
風
疹
の
項
で
三
日
病
を
三
日
は
し
か
で
あ
る
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。
氏
の
考
え
が
何
故
こ
の
様
に
変
っ
た
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
小
百
科
と
い
う
本
の
性
質
上
あ
え
て
自
説
を
立
て
ず
、
富
士
川
の
『
日
本
疾
病
史
』
に
従
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
富
士

川
氏
は
ど
ち
ら
と
も
決
め
か
ね
て
い
た
の
で
あ
り
、
寛
元
二
年
の
流
行
の
記
事
な
ど
は
風
疹
と
流
行
性
感
冒
の
両
方
に
載
せ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
往
時
三
日
病
と
言
わ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
完
全
に
風
疹
を
除
外
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
論
述
か
ら
イ

富
士
川
は

述
べ
て
い
る
。

三
日
病
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
る
と
し
て
、
何
故
そ
う
呼
ば
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
経
過
順
調
の
場
合
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
熱
期
間
が

平
均
三
日
間
で
あ
っ
た
為
と
思
わ
れ
る
。
現
代
の
ほ
と
ん
ど
の
成
書
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
二
乃
至
四
日
で
下
熱
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
一
○
）

園
］
ｇ
属
目
⑦
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
英
語
で
《
農
再
開
‐
§
冒
浄
ぐ
国
患
と
い
う
言
い
方
を
紹
介
し
て
い
る
。
た
だ
し
最
近
は
予
防
や
治
療

の
影
響
で
こ
の
型
も
崩
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

（
一
）

富
士
川
は
『
日
本
疾
病
史
』
に
お
い
て
、
三
日
病
は
流
行
性
感
冒
の
可
能
性
も
あ
り
と
し
な
が
ら
、
一
応
風
疹
の
項
で
取
り
上
げ
次
の
様
に

る
。
道
三
も
お
そ
ら
く
こ
の
時
の
流
行
性
感
冒
の
犠
牲
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
年
寄
衆
悉
く
死
す
、
と
は
す
さ
ま
じ
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
九
）

が
流
行
し
た
年
に
は
統
計
上
高
齢
者
の
超
過
死
亡
が
起
る
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

三
流
行
性
感
冒
と
風
疹
に
つ
い
の
て
検
討
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「
此
の
間
天
下
庶
人
三
日
疾
の
咳
流
布
す
。
今
時
も
一
両
日
人
の
病
む
事
あ
り
、
三
日
疾
と
い
う
べ
き
か
も
。
宝
永
四
年
の
冬
、
富
士
山
焼
し

》
」
ワ
ハ
》比
、
三
四
日
の
咳
病
を
煩
し
も
の
天
下
に
多
か
り
し
。
」（
一
）

こ
れ
は
お
そ
ら
く
流
行
性
感
冒
で
あ
ろ
う
。
富
士
川
に
よ
る
と
流
行
性
感
冒
と
い
う
病
名
は
明
治
二
十
三
年
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行

（
一
四
）

し
た
時
に
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
江
戸
の
考
証
学
派
多
紀
元
堅
は
『
時
還
読
我
書
』
の
中
で
こ
の
言
葉
を
次
の
様
に
使
っ
て
い

「
文
政
四
年
ノ
ー
月
中
旬
ヨ
リ
都
下
感
冒
流
行
シ
テ
關
家
コ
ト
零
コ
ト
ク
枕
二
就
二
至
し
り
。
西
国
ニ
テ
ハ
去
冬
ヨ
リ
行
レ
テ
邪
気
盛
ニ
シ
テ
久

解
セ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
。
蓋
シ
近
年
感
冒
ノ
流
行
病
者
ノ
謬
キ
コ
ト
是
歳
ノ
如
キ
ハ
曽
テ
見
及
、
ハ
ザ
ル
ホ
ド
ノ
コ
ト
ナ
リ
キ
・
」

（
一
五
）

感
冒
と
い
う
言
葉
は
漢
方
医
学
の
中
に
あ
っ
た
。
明
の
呉
有
性
は
『
温
疫
論
』
の
中
で
傷
寒
の
軽
い
も
の
は
感
冒
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

（
一
一
）

又
『
多
聞
院
日
記
』
に
は
風
気
傷
寒
と
い
う
言
葉
も
あ
り
、
感
冒
が
悪
化
し
て
傷
寒
に
な
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
さ
て
、
多
紀
元
堅
は
右
の
如
く
感
冒
の
流
行
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
三
日
病
と
い
う
言
葉
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く

元
堅
の
頃
に
は
こ
の
言
葉
は
も
う
廃
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
代
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
三
日
は
し
か
と
い
う
言
葉
が
こ
の
頃
か

（
一
四
）

ら
現
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
次
の
元
堅
の
文
章
に
も
見
ら
れ
る
様
に
風
疹
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

「
天
保
六
年
十
二
月
中
旬
ヨ
リ
、
都
下
風
疹
大
二
行
ハ
ル
。
其
初
寒
熱
甚
シ
ク
シ
テ
ソ
レ
ョ
リ
周
身
赤
臘
ヲ
発
シ
、
恰
モ
麻
疹
ノ
如
ク
、
不
食

咽
痛
殆
ド
麻
疹
ニ
似
タ
リ
。
軽
キ
ハ
一
二
日
、
重
キ
モ
四
五
日
ニ
テ
快
復
セ
リ
。
俗
呼
ソ
デ
三
日
ハ
シ
ヵ
又
ハ
シ
ヵ
風
ト
称
セ
リ
・
」

だ
ろ
う
か
と
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

ソ
フ
ル
エ
ン
ザ
の
可
能
性
が
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
は
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
中
世
に
だ
け
こ
う
い
う
呼
称
が
あ
っ
て
そ
の
後
廃
れ
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
元
禄
Ｉ
享
保
頃
の
考
証
家
の
天
野
信
景

（
一
一
二
）

は
三
日
病
と
い
う
名
称
を
知
っ
て
い
て
、
随
筆
集
『
塩
尻
』
で
宝
永
・
正
徳
の
疫
病
に
つ
い
て
記
述
し
た
際
に
、
こ
れ
が
三
日
病
と
い
う
も
の

ツ
○
○
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や
柔

以
上
、
中
世
の
記
録
に
屡
為
現
わ
れ
る
三
日
病
と
い
う
流
行
病
は
流
行
性
感
冒
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
、
関
連
事
項
に
検
討
を
加
え
た
。
ま

た
、
有
名
な
曲
直
瀬
道
三
は
文
禄
三
年
一
月
、
こ
の
病
気
の
流
行
の
際
に
死
亡
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
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AnlnquiryintoMikka-yami(Three-dayDiSease)

whichAppearedinMedievalJapan

①
［
、

byAkiraNAKAMURA

Wefindtheword,<Gmikka-yami''(three-daydisease)notinfi､equentlyinchroniclesandhistorical

writingsoftheKamakura-Muromachiperiod、Whatdoes“mikka-yami，,meaninmodernmedicalterms？
TheAzumakagamidescribestheprevalenceofcoughsandfbverinepidemicfashionfi･omAprilto

Mayofl244A.D.andcommentsthatpeoplecalledthisdisease"mikka-yami''.TheBuke-nendaiki
dcscribeshow(@mikka-yami''marchedfromwesternJapantoeasternJapaninaviolentpandemic

patterninl311A.D..InthelatesixteenthcenturytheTamon-in-nikkialsodescribes<Gmikka-yami''as
demonstratingsymptomsofthecommoncoldorinHuenza,andcommentsthatmanyelderlypersons

diedintheseepidemics.

IntheEdoperiodtheterm:6mikka-yami''disappeared,andtheterm:Gmikka-hashika''appeared.

Whatdothewords，‘‘mikka-yami，，and‘‘mikka-hashika'’mean？Theauthorpresumes‘‘mikka-yami，,to
beinHuenzaand$4mikka-hashika''toberubella.

、《
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